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この稿は、ビルデイングレター連載：『英国建築都市環

境委員会（CABE）から学ぶ、多軸的な都市デザイン政

策』の第１回として、日本における CABE 研究の経緯お

よび CABE についての基本的な情報を紹介するととも

に、次号以降の連載内容の予告を行うものである。 

 

イントロダクション 

 

平成 15 年の美しい国づくり政策大綱から、平成 17

年の景観法施行への流れは、いよいよ日本も都市空間

の質について真剣に議論する時代になったかと思わせ

た。確かに前進は多々あったであろうが、まだまだ現

実には、事業者と、自治体、地域住民がうまく協調で

きず、本来、皆のために有益なはずの「良いデザイン」

を導くことが難しいケースもあるようだ。また、公共

空間は人々のあらゆる活動のベースになり、広範囲の

政策課題、すなわち教育や福祉、防犯、環境等の分野

の課題とも密接に関係するものであるにもかかわらず、

その質の向上については、マスメディア等においても、

ほとんど議論が聞かれない。 

このように、都市の公共空間については、身近すぎ

るせいか、なかなかその大切さが認識されない。また、

その質的向上の機運を高めるためには、生活者ひとり

ひとりに大きな意識の転換を求めなければならない。 

さて、ここで英国の都市について考える。私たち日

本人の多くは、それについて、歴史的な景観、魅力的

な都市空間など、良い印象を持っているのではないか

と思う。しかし実際、英国政府は都市空間、公共空間

の質の低下に危機感を抱き、この十数年の間に様々な

政策を打ってきた。英国建築都市環境委員会／CABE（ケ

イブと発音される）とは、そのような取り組みの急先

鋒となっている組織である。 

CABE は、都市空間に対する意識を高めるキャンペ

ーンから、実際のプロジェクトに対するアドバイスま

で、幅広く、多軸的な活動を行ってきており、また今

後も新しい活動を展開しようとしている。 

 

日本における CABE 研究の経緯 

 

本題に入る前に、まず筆者と CABE との関わりにつ

いて簡単にご紹介したい。筆者は、2002 年から 2006

年にかけて、ロンドンを本拠とする都市・建築デザイ

ンのコンサルティング会社（Space Syntax Limited）

に在籍した。代表である Tim Stonor（ティム・ストー

ナー）氏は、CABE デザインレビューの Panel Member

（委員）を長く務めており、他にも、CABE の任命によ

り Enabler（地方自治体に対して技術的な支援を行う

専門家）を務めるスタッフや、CABE 常勤のアドバイザ

ーに転職した同僚もいる。また、筆者が担当する再開

発プロジェクトが、CABE のデザインレビューを受けた

こともあった。 

このような経緯で、筆者が CABE についてのいくら

かの情報を持っていたことから、2006 年、国土交通省

国土技術政策総合研究所による CABE についての調査

のお手伝いをさせていただいた１）２）。 

ところで、当時、ロンドン大学の PhD 学生として、

公共空間に関する研究に取り組んでおられた北海道大

学の坂井文准教授は、CABE の依頼により都市緑地に関

する東京のケーススタディを担当された。その成果は

2004 年に CABE の出版物３）としてまとめられている。

坂井氏は、帰国後も、CABE についての研究プロジェク

トをリードされている４）。 

他にも、英国の都市計画に注目する研究者、政府関

係者等、何名かの方々が、独自に CABE を訪問している。

しかしこれまで、日本語によるまとまった資料等は存

在しなかった。この状況に大きな変化をもたらしたの

が、後述のリチャード・シモンズ氏の来日である。こ

れを機に、CABE について、多くの専門家、実務家が知

るに至り、その情報を整理することが期待されるよう

になった。 

 

 

連載：『英国建築都市環境委員会（CABE）から学ぶ、多軸的な都市デザイン政策』 

第 1部 CABE から学ぶべきこと 

第 1 回 注目が高まる英国 CABE の取り組み 

スペースシンタックス・ジャパン株式会社

高松 誠治
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CABE とはどのような組織か 

 

CABE(Commission for Architecture and Built 

Environment: 英国建築都市環境委員会)は、英国の

DCMS（スポーツ文化メディア省）所管の外郭団体とし

て 1999 年に設立され、2005 年より英国政府の法定行

政機関となっている。その名の通り、建築や都市のデ

ザインの向上を推進する組織であり、デザイン案の審

査や自治体への技術的支援などを行っている。運営資

金は、上記 DCMS と DCLG（地域社会・地方自治省）よ

り約1,000万ポンドが支出されている（2006年度）６）。 

英国には、それ以前にも、建築のデザインの質を審

査する機関が存在した。王立美術委員会（Royal Fine 

Art Commission）がそれである。1924 年に設立され、

専らデザインの審査を行っていたが、「お高くとまって

いる」ような印象を一般に持たれていたようである。 

これを引き継ぐ形で、少人数のメンバーで立ち上げ

られた CABE であるが、設立後の数年のうちに大きくそ

の姿を変えている。設立メンバーの一人、Paul Finch

（ポール・フィンチ）氏は、在籍した 8年間を振り返

りこう語っている。「CABE は、その設立時と比べると、

大きさも活動内容も、比べものにならないものになっ

た。（中略）当初は、メディアと、デザインレビューの

＜お客さん＞を相手にするだけだったが、じきに、自

治体などをサポートする活動が好評を博すようになっ

た。その後の組織改編と人員の増強でスタッフも 100

人を超えるようになった。」７）つまり当初から、現在

の活動の姿が想定されたわけではなく、活動を行いな

がら、必要な機能を増強してきたようである。 

ただ、その理念は一貫している。現在の理事長 Sir 

John Sorrell（ジョン・ソーレル）氏は、「私たちは、

人々ができるだけ良い都市環境を得ることを促すため

に活動している。都市環境は、人々の生活の質に最も

大きな影響を与える要素である。つまり私たちが担う

仕事の全ては、人々の人生をより豊かにすることに繋

がるものである。」と述べている８）。 

CABE は、このように大きな役割を担いつつ、柔軟

にその活動をプログラミングしている組織である。前

述の通り、CABE の組織自体は法的に位置づけられてい

るものの、そのコメントやアドバイスには法的拘束力

は無い。とは言え、開発計画等に対する CABE の見解は、

マスメディアにも大きく取り上げられ、ひいては、市

民の支持や開発許可の可否にも影響を与えることから、

事業者にとっても無視できない存在となっている。む

しろ事業者や自治体は、CABE が提供するサービスを積

極的に活用しようと考えているようである。 

 

CABE の活動を俯瞰する 

 

CABE の活動には、大きく分けて以下のようなもの

がある。（それぞれの詳しい内容については、次号以降

で説明することとし、ここでは、その全容を俯瞰する。） 

まず、設立当初からの活動であり、一般への認知度

が最も高いのが、計画・デザイン案の審査、つまり

Design Review(デザインレビュー)である。国内の再開

発、建築プロジェクト等のうち、規模や立地等の点で

重要と思われるものを対象に、審査が行われる。この

審査の特徴として以下の点を挙げることができる。１）

事前にしっかりと準備された模型や可視化されたデザ

イン案のプレゼンテーションがなされること、２）審

査する委員は各専門分野の実務家であること、３）委

員は各自の専門知識を基に、できるだけ客観的・建設

的な意見を述べることが求められていること、４）審

査の質疑は非公開であるが、審査後に CABE の総意とし

ての見解が発表されること、等。また、現在は、デザ

インレビューを行う地方組織をつくることを、CABE が

推進し、支援している。 

近年、その重要度を増している活動が、地方自治体

などへの技術的支援活動としての Enabling（イネーブ

リング）である。これに携わるのは、任命した外部の

専門家： Enabler（イネーブラー）と、常勤の専門家： 

Enabling Advisor（イネーブリング・アドバイザー）

である。派遣された専門家は、自治体に出向き、プロ

ジェクトの早期の段階から、実務的な打ち合わせに参

加する。そして、検討の道筋や重要な視点などを、ま

さに「手取り足取り」指導するというものである。自

治体にとっては、プロジェクトを良い方向に導くこと

ができる（しかも無料で）ことから好評のようである。 

さらに、研究活動も、他の活動を下支えする重要な

ものである。前述の坂井氏の例のように大学の研究者

とも連携しながら重要なテーマについて研究を行い、

その成果をキャンペーン活動や、教育プログラムなど

に反映している。ここで言う教育とは、専門家教育だ

けでなく、小中学生への教育や、議会議員への教育な

ど、多岐にわたる。 

このような種々の活動の成果は、出版物としてまと

められ、ウェブサイトからダウンロードできるように

なっている。出版物は、写真を多用し、明快なグラフ

ィックデザインがなされたもので、文章表現について

も、理解しやすく伝わりやすいように、言葉が選ばれ

ている。 

以上のような、多軸的、相互補完的な活動によって、

CABE のスタンス、アプローチを明確にし、それぞれの
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活動に実効性を持たせているようである。 

 

リチャード・シモンズ氏の来日 

 

冒頭に少し述べたとおり、国土交通省では平成 19

年 9 月、建築の視点から良好な景観形成を一層進める

ための方策を検討するため「良好な景観形成のための

建築のあり方検討委員会」を設置した。委員会におい

ては、建築規制や景観ガイドラインを通じた取組みよ

りもむしろ、良好な景観形成を実現するための具体的

な仕組みづくりが大切、との意見が多く出された。そ

こで、国レベルの組織が景観の質の向上に向けた活動

を行っている英国 CABE について理解を深めるため、

CABE の Chief Executive（専属職員のトップ）である

Dr. Richard Simmons（リチャード・シモンズ）氏が特

別委員として招請された。 

 平成 20 年 2 月に開催された第 5 回委員会会合で

は、来日したシモンズ氏より、CABE の機能と活動内容

についてプレゼンテーションが行われた。またその後、

委員会のメンバーとの間で、大変質の高い意見交換が

行われた。各委員からの質問に対して、シモンズ氏か

ら打てば響くというような回答がなされていたのが印

象的であった。この会合の様子については、特集の中

でも詳しく紹介したいと考えている。 

 同年 6月には、委員会の成果として「建築と地域

社会－建築等を通じた地域社会の良好な景観形成に向

けた提言」がとりまとめ・公表された。この内容は、

良好な建築景観の形成に必要な視点として①良好な建

築景観に関する共通の理解の促進、②良好な建築景観

を実現するためのデザイン調整システムの充実、③建

築設計者が果たすべき役割の再認識、の３点を提示し

た。さらに、理念的なものにとどまることなく、7 つ

の具体的な行動が提案されているなど、かなり踏み込

んだ内容となっている。これについては、本誌のバッ

クナンバー５）を参照していただきたい。 

なお、シモンズ氏は、日本滞在中、委員会への出席

だけでなく、非常に盛りだくさんの内容で活動された。

東京大学におけるシンポジウムでの基調講演およびパ

ネルディスカッション、都内各地の視察のほか、神奈

川県横須賀市を訪問された。横須賀市は、シモンズ氏

がかつて自治体職員として勤務し現在居住されている

Medway（メドウェイ)市と姉妹都市である。メドウェイ

は、三浦按針（ウィリアム・アダムス）の出身地であ

ることからの縁である。シモンズ氏は、都市計画で PhD

（博士）の学位を持っているが、特に産業遺構の活用

に興味をお持ちとのことで、浦賀ドックを見学され、

横須賀市の職員の方々と非常に熱心に意見交換された。

会話の端々から、最新のアーバンデザインについての

見識だけではなく、他国の文化への尊敬や、歴史や地

域に対する造詣の深さなどを感じさせた。 

 

 

CABE から学ぶ上での視点 

 

ここでは、日本の都市環境、公共空間の質を高める

べく CABE から何かを学ぶ上での視点について、整理を

試みてみたい。 

当然ながら、CABE の仕組みが日本でそのまま機能

するとは考えにくい。ここでは、まず英国と日本の背

景・状況の違いについて考える。 

まず、特にデザインレビューについて良く聞かれる

意見が、「日本人はディベートが苦手だから難しいので

は」というものである。年長者や役職者に対して対等

な立場で意見することが難しいという課題があろう。

また、「阿吽の呼吸」でもって多くを語らないのが良い

のだというような国民性も関係しているだろう。 

次に、「公共＝パブリック」についての意識、価値

観が違うという点もしばしば指摘される。英国人に比

べて、日本人は公共の領域についての関心や参加意識

が低いというものである。もちろんこれには、国家の

成り立ちの歴史的変遷も影響しており、例えば、土地

所有の形態の違い（英国では、基本的に全ての国土が

女王様の土地であるということになっている）等、前

提が大きく異なる部分でもある。 

また、architect と建築士の違い等、職能や専門領

域の枠組みの違いもあるだろう。日本の建築士は、与

えられた敷地内でのみ仕事をするというイメージが強

いが、英国の architect の仕事の領域はもう少し広い

ものである。また、アーバンデザインという、建築物

や公共空間の配置や構成をデザインする専門領域は、

日本ではほとんど認知されていない。 

さらに「コンサルタント」の存在も異なるのではな

いかと思う。日本のコンサルタントは、現実には「作

業代行」のような意味合いもあるが、英国のコンサル

タントは、純粋な意味での専門的な「アドバイス」を

行って報酬を得る職業として成立している。その意味

では、前述のような CABE の無償のアドバイスは極めて

異例なものであると考えられる。 

加えて、建設系分野の報道における、マスメディア

の文化的成熟度のようなものにも違いを感じる。日本

でよく見られる、やや偏向したとらえ方のものと比べ

ると、英国のテレビや新聞は、専門的視点をもって、

複数の方向から事象をとらえているようである。 

さて、以上のような違いがあるとはいえ、CABE の
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取り組みからは、いくつかの普遍的な示唆が与えられ

ているのではないかと思う。 

その内の一つが、多軸的な活動の重要性である。例

えば、デザインレビューをうまく機能させるためには、

各委員が CABE のスタンスを理解し、語彙を共有してい

なければならない。そうでなければ、建設的な議論は

できないだろう。また、レビュー結果のコメントにし

ても、これが事業者やデザイナーに全く理解されなけ

れば何の意味もない。その点で、研究プロジェクトの

成果としてまとめられたいくつかの出版物（例えば、

アーバンデザインの考え方を示したもの等９））や、キ

ャンペーンが大きな意味を持っている。 

また、戦略的な教育・普及活動の大切さについても

学ぶべきところが多いのではないかと思う。CABE は、

都市環境、公共空間の質を高めるには、誰の役割が大

きいかを考慮した上で、ターゲットを絞ったキャンペ

ーンを展開している。日本において鍵となるターゲッ

トはどこなのかは検討する必要があるものの、伝わり

やすい表現を用いてアピールする普及活動の進め方は、

大いに参考になると思われる。 

 

次号からの内容について 

 

最後に、この特集の次号からの内容（予定）につい

てお知らせしたい。 

現時点では、本号から平成 21 年 5 月号までの計 7

回の連載を予定している。この稿を含め、前半 4回を

第一部として、主に CABE から学ぶべきことは何かにつ

いて考える。また、後半３回は、第二部として、CABE

の情報を踏まえた上で、これからの日本の都市デザイ

ン施策をどう考えて行けばよいか、議論する。 

それぞれの号の内容は以下の通りを予定している

（タイトルはすべて仮題）。 

 

 

- - - 第１部 CABE から学ぶべきこと 

第２回 高松誠治（スペースシンタックス・ジャパン） 

■CABE の出版物、教育、キャンペーン 

第３回 坂井文（北海道大学） 

■CABE の Enabling と Design Review 

第４回 松本潤朗（国土技術政策総合研究所） 

■CABE と計画許可制度の運用 

 

- - - 第２部 日本の都市デザイン今後と CABE 

第５回 松本忠（国土交通省） 

■CABE から学ぶこれからの日本の都市デザイン政策 

附録：第 5回良好な景観形成のための建築のあり方 

検討委員会の議事録要旨 

第６回 小出和郎（株式会社 都市環境研究所） 

■我が国におけるデザイン審査、調整の課題と今後

の展望 

第７回 福井恒明（東京大学） 

■都市空間の質的向上へ向けて 
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